























































































































































































前者が17%( 8社） 後者が13%( 6杜）となっている。さらに，「全体」でこれに続くのが「21名
～30名j規模で， 11.6%(10社）を数えている。この点について，地域別でみると，「金沢」が10

































































































業 種 社数檎成比率 社数織成比率 社数構成比率
製造・加工業（直販を含む）
伝統工芸品 5 13. 2先 2 4. 8施 7 8. 8見
食品
酒 2 5. 3施 2. 4先 3 3. 8先
菓子 3 7. 9施 2. 4先 4 5. 0施
調味料 2.6見 5 1. 9施 6 7. 5先
水産加工品
その他食品 4 10. 5先 4 5. 0先
繊維製品・履物・身の回り品 5 1. 9先 5 6. 3先
日用生活品・雑貨 2. 6見 1. 3先
貴金属・メガネ・美術品
薬品・漆・化学製品・燃料 2. 6先 1. 3施
機械・機器・鋼材・金属製品 2. 6先 1. 3先
建築資材・．内装材料・シート 2. 6施 1. 3先
(1 9) (1 4) ( 3 3) 
商業（卸売または小売業）
伝統工芸品
食品 4 10. 5先 10 23. 8先 14 17. 5先
繊維製品・履物・身の回り品 3 7. 9施 3 7. 1施 7. 5先
日用生活品・雑貨 5 13. 2先 6 14. 3施 1 13. 8先
紙・文具・事務機・書籍 2. 6先 1. 3児
貴金属・メガネ・美術品
薬品・漆・化学製品・燃料 3 7. 9見 2. 4先 4 5. 0施
機械・機器・鋼材・金属製品
建築資材・内装材料・シート
(1 6) ( 2 0) ( 3 6) 
飲食業 2 5. 3指 2.4先 3 3. 8九
サービス業 2. 6先 3 7. 1施 4 5. 0先
建設・造園業 3 7. 1先 3 3. 8先
運輸・倉庫・不動産業 2.4先 1. 3児
金融（質）業





次に， ②の創業時から現在までの主要業種の推移については，これをさらに（ a ）創業時から現
在までほぼ同じ業種（事業）を維持してきた企業 ( b ）現在では特定の部門や商品に特化した企




ては，「全体」では13%(10社），地域別では「金沢」が13%( 5社）であり，「京都」が12% ( 5 
社）である。さらに，（ c ）の「製品系列や部門を拡大した企業」については，「全体Jでは23%
(18社）を占めている。これを地域別でみると，「金沢」が16%( 6社）であり，「京都」が29% (1 











































菓子材料，越卸小売 娃製造販売 特化 商品ライン絞込・川上部門へ遡行
漆器・仏具飾 漆器 特化 商品ライン絞込
縫針製造販売 縫針販売等 特化 販売部門に特化
陶磁器製造販売 陶磁器販売 特化 販売部門に特化
陶磁器製造販売 陶磁器販売 特化 販売部門に特化
③製品系列・部門を拡大・・・・・・ 6社
銀箔製造販売 各種金属箔製造販売 拡大 関連素材取扱の拡大
荒物商 家庭用品・家具総合等商社 拡大 商品ラインを拡大
塗師 仏壇製造販売 拡大 関連部門・高付加価値部門へ拡大
組紐・糸等小売 毛糸・手芸用品卸売 拡大 商品ラインを拡大
情物業 包装資材業 拡大 関連素材取扱の拡大
茶販売 茶・茶道具販売等 拡大 関連商品の取扱
④事業分野・商品ラインを転換・・・ 6社
陶器小売 毛糸手芸製品小売 転換 商品ラインを転換
豆腐製造販売 魅製造販売 転換 商品ラインを転換
和紙販売 洋紙卸 転換 関連素材へ転換
薬種商 医薬品卸 転換 素材から製品販売へ転換
薬種商 薬局 転換 関連素材取扱
薬種商 豆腐材料卸売 転換 転業
転換期の老舗（しにせ）経営 -13-
｛図表－7-G] 主要業種の推移（京都）























魚介類卸小売 魚介類小売 特化 小売に特化
漬物等製造販売 漬物等製造 特化 製造部門に特化
繊維製品製造販売 呉服販売 特化 呉服・販売に特化
瓦製造 瓦等施工 特化 施工部門に特化
蝋燭等製造販売・茶販売 蝋燭等販売 特化 商品ラインの絞込
③製品系列・部門を拡大・・・・・・ 12社
乾物屋 食料品店 拡大 商品ラインの拡大
瓦製造・施工 屋根工事・建築土木 拡大 応用部門に進出
清酒卸小売 酒類卸小売 拡大 商品ラインの拡大
茶卸 茶卸小売 拡大 小売部門を拡大
繊維製品卸 繊維製品製造販売 拡大 川上部門へ遡行
茶製造 茶製造販売 拡大 販売部門を拡大
旅館業 料理旅館 拡大 飲食部門を拡大
茶輸出 茶製造卸小売 拡大 川上部門へ遡行
織物製造 繊維製品製造販売 拡大 関連商品・販売部門を拡大
精米業 米穀・酒類等小売販売 拡大 酒類部門拡大
生絹商 呉服小売 拡大 商品ラインの拡大
餅・満寿製造販売 菓子製造販売 拡大 商品ラインの拡大
④事業分野・商品ラインを転換・・・・・・ 5社
菓子製造 菓子・食品折卸売 転換
海産物問屋等 酒類卸小売 転換 商品ラインを転換
水産物販売 料理業 転換 新分野に転換
古物商 仏壇仏具製造販売 転換 新分野に転換
油・わら・竹製品卸小売 家庭用品小売 転換 商品ライン拡大と小売部門に特化
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このように， 100年を超える永い歴史をもっ老舗企業の業種や業務の推移をみると，（ a ）の
「ほぼ同じ業種（事業）を維持してきた企業」が全体的には5割前後を占めており，ここに老舗企


































































理念にみられるキーワード 金沢 京都 全体
①誠実・誠意，至誠 7件 3件 10件
②「戒め」（無理をするな，腹を立てたら負けなど） 。 7 7 
③品質第一，時代に見合った商品，良品を提供など 6 2 6 
④顧客（お客）第一主義，お得意様の重視など 3 3 6 
⑤信用第一（一番），信頼など 3 3 6 
⑥和，家庭的雰囲気など 3 2 5 
⑦感謝，報恩感謝など 3 2 5 
③創意工夫など 2 。 2 
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がある」の 35.3%(30杜） （地域別では，「金沢」が36.6%(15社），「京都」が34.J% (15社））
であった。これに続くのが「利益の一部を社会に還元する」の10.6%( 9社）（地域別では，「金沢」
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主 要 項 目 金沢 京都 全体
①売上の減少・過剰在庫，売上の伸び悩み，営業不振等 3件 1件 14件
②後継者不足，後継者の未決定 7 4 1 
③大型店との競争激化，同業者との価格競争 3 5 8 
④人手不足・人材不足 3 5 8 























































































王 要 項 目 金沢 京都 全体
①今後の企業経営のあり方や戦略課題 4件 13件 17件
②新製品・オリジナル製品の研究・開発 12 3 15 
③独自の販路開拓 4 5 9 
④社会性（ステイクホルダーの尊重）や倫理性 5 2 7 
⑤人間性（従業員の尊重や後継者の育成など） 2 2 4 
⑥独自技術の研究・開発 2 3 






















































































































































































































































































































































































































































































































































φ時代と共に移り変わりがあり，その対応をはっきり見極めなければ転廃業に追い込まれる． 1 ) 

















































企業形態 ｜金沢 % 京都 % : i口h圭ロLI % 
株式会社 26 65.0% 19 41.3% 45 52.3% 
個人会社 9 22.5% 19 41.3% 28 32.6% 
有限会社 2 5.0% 6 13.0% 8 9.3% 
合名会社 。0.0% 。0.0% 。0.0% 
合資会社 1 2.5% 。0.0% 1 1.2% 
休業中及び廃業 2 5.0% 2 4.3% 4 4.7% 
合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
経営者（代表者）の年齢 金沢 % 尽都 % 合計 % 
3 0歳以下 4 10.0% 2 4.3% 6 7.0% 
40歳以下 6 15.0% 8 17.4% 14 16.3% 
5 0歳以下 11 27.5% 14 30.4% 25 29.1% 
60歳以下 8 20.0% 11 23.9% 19 22.1% 
7 0歳以下 8 20.0% 8 17.4% 16 18.6% 
無回答 1 2.5% 3 6.5% 4 4.7% 
廃業 2 5.0% 。0.0% 2 2.3% 
合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
平均年齢 56. 1歳 59.2歳 57.6歳
資本金 金沢 % 京都 % 合計 % 
1,000万円以下 10 25.0% 17 37.0% 27 31.4% 
1, 000万～1,999万円 9 22.5% 13 28.3% 22 25.6% 
2,000万～2,999万円 5 12.5% 3 6.5% 8 9.3% 
3,000万～3,999万円 4 10.0% 。0.0% 4 4.7% 
4,000万～4,999万円 1 2.5% 2 4.3% 3 3.5% 
5,000万円以上 4 10.0% 。0.0% 4 4.7% 
無回答（廃業を含む） 7 17.5% 11 23.9% 18 20.9% 
i合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
年間売上高 ｜金沢 % 京都 % 合計 % 
1億円以下 10 25.0% 20 43.5% 30 34.9% 
1億円～9億円 17 42.5% 14 30.4% 31 36.0% 
10億円～19億円 3 7.5% 。0.0% 3 3.5% 
20億円～29億円 2 5.0% 2 4.3% 4 4.7% 
30億円～39億円 1 2.5% 1 2.2% 2 2.3% 
40｛意円～49億円 。0.0% 。0.0% 。0.0% 
so億円以上 1 2.5% 1 2.2% 2 2.3% 
無回答（廃業を含む） 6 15.0% 8 17.4% 14 16.3% 
合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
従業員数 金沢 % 尽都 ＇｝も 合計 % 
li:l ～5名 6 15.0% 18 39.1% 24 27.9% 
6q ～10名 7 17.5% 8 17.4% 15 17.4% 
1 自～20白 9 22.5% 6 13.0% 15 17.4% 
21~ 1～30名 4 10.0% 6 13.0% 10 刊 .6%
31~ 3 ～40~ ］ 。0.0% 1 2.2% 1 1.2% 
4L~ 1 ～so~ l 1 2.5% 。0.0% 1 1.2% 
51~ ～100名 2 5.0% 2 4.3% 4 4.7% 
lOV 自～200名 1 2.5% 。0.0% 1 1.2% 
20b 百以上 1 2.5% 。0.0% 1 1.2% 
｜黙際 f糸（廃業を含む） 9 22.5% 5 10.9% 14 16.3% 
｜台首 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
転換期の老舗（しにせ）経営 -49-
創葬年数 ｜金沢 % 京都 % ｜合計 % 
100~ E～150日 18 45.0% 37 80.4% 55 64.0% 
151~ 巳～200壬ユ 10 25.0% 2 4.3% 12 14.0% 
201~ 二～250壬ユ 1 2.5% 2 4.3% 3 3.5% 
25lf ユ～300伍 。0.0% 2 4.3% 2 2.3% 
30 1王E以上 6 15.0% 。0.0% 6 7.0% 
黙但 苔 5 12.5% 3 6.5% 8 9.3% 
－ロsロ－ 40 100.0% 46 可uu.uγ。 Hti 可uu.u‘／＂o
目 の要因 金沢 % 京都 % 合計 % 
①社内体制の強固さ 6 15.0% 4 8.7% 10 竹 .6%
2）伝統と守りの強さ 20 50.0% 23 50.0% 43 50.0% 
③近代化・合理化の努力 6 15.0% 9 19.6% 15 17.4% 
＠チャレンジ精神 2 5.0% 5 10.9% 7 8.1% 
5）その他 2 5.0% 。0.0% 2 2.3% 
上記①～④のすべてに該当 2 5.0% 。0.0% 2 2.3% 
無回答（廃業を含む） 2 5.0% 5 10.9% 7 8.1% 
合計 40 ,100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
調Eの 果 金沢 % 京都 % 合計 % 
1(1有利 13 32.5% 14 30.4% 27 31.4% 
｜（特に関係ない 5 12.5% 12 26.1% 17 19.8% 
IQ:かえって重荷 。0.0% 。0.0% 。0.0% 
｜④有利さと重荷の両者 20 50.0% 18 39.1% 38 44.2% 
無回答 2 5.0% 2 4.3% 4 4.7% 
｜合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
理念と？ －動 1i'l沢 % 京都 % 合計 % 
①多少有益 13 32.5% 15 32.6% 28 32.6% 
喧）事業展開の足カセ 1 2.5% 。0.0% 1 1.2% 
3経営と無関係 6 15.0% 7 15.2% 13 15.1% 
I＠その他 6 15.0% 。0.0% 6 7.0% 
無回答 14 35.0% 24 52.2% 38 44.2% 
合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
後継者の選択方法 金沢 % 京都 % 合計 % 
l)長子相続 23 57.5% 18 39.1% 41 47.7% 
｝一族から選択 7 17.5% 14 30.4% 21 24.4% 
③実力ある婿養子，嫁 1 2.5% 1 2.2% 2 2.3% 
4）当主は一族、経営は実力者から選択 5 12.5% 。0.0% 5 5.8% 
5）その他 1 2.5% 。0.0% 1 1.2% 
無回答 3 7.5% 13 28.3% 16 18.6% 
合計 40 100.0% 46 100.0.o/o 86 100.0% 
後継者育成の方法 金沢 % 京都 % 合計 % 
ある 14 35.0% 13 28.3% 27 31.4% 
なし 26 65.0% 33 71.7% 59 68.6% 
合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
従業員採用・教育の方法の有無 金沢 % 京都 % 合計 % 
ある 10 25.0% 12 26.1% 22 25.6% 
なし 30 75.0% 34 73.9% 64 74.4% 
｜合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
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社会貢献の意識度 ｜金沢 % 尽都 % 合計 % 
①積極的 5 12.5% 8 17.4% 13 15.1% 
ψまあ主あ積極的 12 30.0% 10 21.7% 22 25.6% 
！＠普通 15 37.5% 17 37.0% 32 37.2% 
④さほど積極的でない 5 12.5% 7 15.2% 12 14.0% 
⑤消極的 1 2.5% 2 4.3% 3 3.5% 
無回答 2 5.0% 2 4.3% 4 4.7% 
1合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
主』会貢献推進の理由［複数回答］ 金沢 % 尽都 % 合計 ＇｝も
①社会の一員としての責任 15 37.5% 15 32.6% 30 34.8% 
1Rイメージアップ 1 2.5% 2 4.3% 3 3.4% 
③利益の社会還元 5 12.5% 4 8.7% 。10.4% 
｜④社風の形成 4 10.0% 3 6.5% 7 8.1% 
⑤外部の要請 3 7.5% 5 10.8% 8 9.3% 
｜也）宣伝広告効果 4 10.0% 4 8.7% 8 9.3% 
｜①社会貢献の主体の少なさ 。0.0% 。0.0% 。0.0% 
③働きがし、ある場の提供 4 10.0% 1 2.1% 5 5.8% 
＠将来の事業 3 7.5% 4 8.7% 7 8.1% 
⑩海外立地からの啓発 。0.0% 。0.0% 。0.0% 
⑪リクルート対策 1 2.5% 。0.0% 1 1.1% 
⑫企業批判防止 。0.0% 1 2.1% 1 1.1% 
⑬時流に乗り遅れない 1 2.5% 3 6.5% 4 4.6% 
｜⑭その他 。0.0% 2 4.3% 2 2.3% 
｜無回答 24 60.0% 28 60.8% 52 60.4% 
社会貢献に積極的でない理由 令沢 % 京都 % メ~、圭ロt・ % 
回答企業数 10 25.0% 7 15.2% 17 19.8% 
無回答 30 75.0% 39 84.8% 69 80.2% 
合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
現在の経営上の問題 金沢 ＇｝も 尽都 % 合計 % 
回答企業数 31 77.5% 37 80.4% 68 79.1% 
無回答 9 ~2.5% 9 19.6% 18 20.9% 
合計 40 100.0% 46 100.0% 86 100.0% 
i老舗企業のあり方、事業展開上の重要項目 i金沢 % 京都 9も iロb、きロLI % 
回答企業数 30 75.0% 32 69.6% 62 72.1% 
無回答 10 25.0% 14 30.4% 24 27.9% 























（本社） 竜彦 TEL ( 一
代表者名 年齢 歳
資本金 万円 年間売上高 万円
従業員数 名 創業以来の




















































q瀬極的である ②まあまあ積極的である ③普通 ＠それほど積極的ではな
い ⑫両極的
8.前問7で，①「積極的であるJ，②「まあまあ積極的であるJにOをつけられた方に
おたずねします。 f費社が社会貢航活動を行うのはどのような理由からですか。 Jお教
えくださL、。 （該当する番号にL、くつでもOをおつけくださL、。）
①社会の一員として責任がある ③従業員の働きがいのある場を提供する
②イメージアップにつながる ⑨将来の事業に結びつく
③利益の→Fを社会に還元する ⑩海外立地にともない啓発された
＠社風の形成に役立つ ⑪ リクルート対策
⑤外部からの強カな要請がある ⑫企業批判防止に役立つ
⑥広告宣伝効果がある ⑬ 時流に乗り遅れない
⑦社会貢枇活動の主体が少ない ⑪ その他（
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9.前、問7で，＠「それほど積極的でな＼.'J，⑤「消極的jにOをつけられた才におた
ずねします。費社では，社会賞航活動についてどのようにお考えでしょうか。具体白令に
お示しくださL、。
10.現在直面している経営上の問延長やご苦労があれば，お教えくださL、。 （文章でも，
箇条書さでも，項目の列挙でも結構です。）
1.最後に，あとわずかで21世紀を迎えますが，これからの企業のあり方として，特に事
業尉丹を推進してL、く上で，どのような点が重要だとお考えですか。お教えくださし、
・・・・・・－・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・．  
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fご多忙中，ご協力まことにあリがどうこeさー いました。 j
VI.付録
1.京の老舗表彰規程
（趣旨）
転換期の老舗（しにせ）経営
昭和60年 6月14日
京都府告示第 385号
第1条 この規程は，府内において，社会経済情勢の変遷の中にあって多年にわたり，堅実に家業
の理念を守り，伝統の技術及び商法を継承，他の企業の模範となってきた老舗の表彰の実施に関
し，必要な事項を定める。
（被表彰者）
第2条被表彰者は次に掲げる要件を備える者とする。
(1) 同一の業種（別表に掲げる産業に属する業種に限る。）で 100年以上にわたり府内に主た
る事業所を有して営業を継続している者又はこれと同等の業種を有するものとして知事が別
に定める者で，家業の理念を受け継いでいるものであること。
(2) 営業の継続等に関して訴訟その他の紛争の当事者となっていない者であること。
(3）〔略〕
(4）〔略〕
（被表彰者の決定）
第3条被表彰者は 主たる事業所の所在地を所管する市町村の長又はその者が所属する業界団体
の推薦する者で，前条各号の要件に該当するもののうちから京の老舗表彰審査委員会の意見
を聴いて知事が決定する。
（表彰の方法）
第4条 表彰は，毎年1回，知事が表彰状及び記念品を授与して行う。
（その他）
第5条〔略〕
附則
この告示は，昭和60年 6月14日から施行する。
別表（第2条関係）
建設業，製造業，運輸・通信業，卸売・小売業・飲食店，金融・保険業，不動産業，サービス業
（風俗営業・娯楽業（映画業を除く） 医療業・保険衛生宗教教育，自由業等を除く。）
2.京の老舗表彰規程取扱要領
（営業継続機関の算定日）
第l条〔略〕
（営業の継続）
京都府商工部
第2条 規程第2条第1号の規程により知事が定める者は，つぎに掲げるものとする。
研究年報第 X¥I巻
(1）現在の営業の営業年数に営業形態の変更前の営業年数を加えると，営業の総年数が 100年以
上となる者
(2）現在の業種の営業年数に，現在の業種に転換する前の業種（現在の業種に関連のあるものに
限る。）の営業年数を加えると，営業の総年数が 100年以上となる者。
(3) 戦争のため昭和12年以降営業を休止し 又は合併したことにより中断した期間を中断しなかっ
たものとみなすに営業の総年数が 100年以上となる者
（手続） 〔以下，略〕
［出所］京都府商工部染色・工芸課提供。
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